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受賞作品決定！！

【天川村新発見賞】
「厳冬のオブジェ」

吉村　誠様

【天川村四季賞】
「深みゆく秋」
門口　雅明様

【入選】
「行者祭り」 
岩本　孝行様

【入選】
「七夕」

安大　美月様

【天川村四季賞】
「境内を金色に照らす高張」

山本　修様

【天川村四季賞】
「パワースポット」

松田　好正様

【入選】
「男女の休息」

灰藤　唯様

【入選】
「命育む清流」
坂本　拓実様

【天川村新発見賞】
「鎮守の杜」
金城　真紀様

【天川村四季賞】
「舞うほどの眺望」

高橋　淑恵様

【入選】
「雨の日の祭り」

野口　文男様

【審査員特別賞】
「大峰の懐」
西村　康男様
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天川村フォトコンテスト2018
　平成30年６月１日～平成31年１月31日まで募集しておりました、「天川村フォトコンテスト
2018」の審査会を２月６日に実施しました。
　応募総数60点の中から、どの作品も甲乙つけ難く、審査員の先生方も最後まで頭を悩まされていました。
　受賞作品は以下のとおりです。
　これらの作品は、来年度以降、天川村ＰＲのために大事に使わせていただきます。
　表彰式の模様は、広報４月号に掲載いたします。
　また、今回惜しくも受賞に至らなかった方々も、次回の挑戦をお待ちしております。
　皆様たくさんのご応募ありがとうございました。

【グランプリ】
「赫灼たる弥山」

中西　謙一様

【優秀作品賞】
「天女降臨」
髙木　祐嗣様

【優秀作品賞】
「早乙女」

紺谷　真須男様

【天川村長賞】
「祭りの夜」
中道　克巳様

【天川村議会議長賞】
「奥宮に見る天の川」

土屋　勝利様
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国民健康保険被保険者証の一斉更新について
～3月20日頃から随時郵送予定～

　すでに交付している被保険者証の有効期限は平成31年３月31日です。
※75歳になる方は、誕生日の前日までが有効期限。
　新しい保険証は、世帯ごとにまとめて世帯主あての住所地に簡易書留郵便でお送りします。
　お手元に届き次第内容のご確認をお願します。なお、今までの保険証は回収しませんの
で、各自で処分をお願いします。また、75歳以上の後期高齢者被保険者証は、８月更新の
ため、平成31年７月中に発送予定です。

加入・喪失の手続きをお忘れなく
　会社などの健康保険に加入しているにもかかわらず、国民健康保険被保険者証が届いた場
合は、国民健康保険をやめる手続きが必要です。
　また、天川村に住民票があり、他の健康保険に加入していない方は、国民健康保険の加入
手続きをしてください。
　社会保険等と違って「国保は入るとき・やめるとき」も、ご自身で届出をして頂かなくて
はなりません。該当する方は、住民課国保係までお問合せください。

加入国民健康保険税の払い忘れはありませんか？
　国民健康保険税の未納がある場合は、新しい保険証の交付ができません！納期内に完納く
ださいますようお願いします。
　事情により納期限までに納付が困難な場合は納付相談を行っていますので、必ず住民課税
務係まで相談ください。

■お問合せ　住民課　国保・税務係　☎６３－０３２１

保険証を受け取ったら台紙
から剥がし、内容を確認し
てください。

➡
　
　
　
➡
　
　
　
➡

こ
こ
を
折
っ
て
保
険
証
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。
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　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。単車や軽自動車などを譲渡、
また廃車した場合は届け出が必要です。その手続きを怠ると、実際に所有していなくても、
４月１日現在の所有者に課税されますのでご注意ください。
　廃車等の手続きは、下記の関係機関で３月29日（金）までに行ってください。

　毎年３月末は、自動車の検査・登録などの各種申請が極度に集中し、窓口が大変混雑しま
す。自動車の移転登録（名義変更）や抹消登録（廃車）などの手続きは、できるだけ早い時
期に済まされますようお願いします。
　３月中に手続きを開始していても、その手続きが３月中に完了しておらず、４月１日付以
降に廃車や名義変更を行ったことになった場合は、平成３１年度分の軽自動車税は納付の必
要がありますので、十分注意してください。
　
※�奈良県外で、１２５ｃｃを超える二輪車の廃車・住所変更・名義変更をされた場合には、
廃車・変更手続き時に作成される抹消登録申請書が、ほとんど天川村に回送されません。
このため、廃車・住所変更等の処理をすることができず、課税し続けることになりますの
で、天川村に税止めの手続きをお願いします。
　

■ 住民課　軽自動車税係　☎０７４７－６３－０３２１（内線１６５）

車　　　種 手続きをするところ 持参するもの

原動機付自転車
（125㏄以下）
小型特殊自動車

役場　住民課
☎63-0321（内線165）

～廃車する場合～
・印鑑
・ナンバープレート
・標識交付証明書

軽二輪車
（125㏄以上
　　　～250㏄以下）

軽自動車協会
☎0743-58-3700

左記にお問い合わせ
ください

軽自動車
（軽三輪・軽四輪）

軽自動車検査協会
☎050-3816-1845

廃車・名義変更の手続きをお忘れなく！！
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　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合は、国民年金保
険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」を利用できます。
　対象となる人は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉１１８万円＋｛扶養親族医等の数×３８万円｝

　平成30年度に承認を受けており、平成31年度も引き続き在学予定の人には、３月末に基礎年
金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。同一の学校に在学さ
れている人は、このハガキに必要事項を記入し返送することにより、平成31年度の申請ができ
ます。（この場合は、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成31年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望する場合は、納付書
を作成して送付しますので、大和高田年金事務所(☎０７４５－２２－３５３１)までご連絡くだ
さい。

まだ間に合う２年前納は？

　口座振替・クレジットカード納付の２年前納の申込は、２月末で受付終了しましたが、現金（納付
書）での納付は可能です。納付書の発行については大和高田年金事務所にお申込みください。(平成
31年４月～33年３月までの前納期限は５月７日)また、年度途中で新たに１号被保険者になった人
も、任意の月から翌年度３月分まで納付書で納めることが可能です。是非ご利用ください。

【平成３１年度分保険料】　１６,４１０円／月×１２ヶ月＝１９６,９２０円
【平成３２年度分保険料】　１６,５４０円／月×１２ヶ月＝１９８,４８０円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　３９５,４００円

■　住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内１６５）

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

こ く み ん ね ん き ん

ここから
１４,５２０円 割引

⇩
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投票日は４月7日（日）です
　奈良県知事・奈良県議会議員選挙の
投票日は４月７日（日）です。
期日前投票
　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等で
投票日に投票に行けない方は、期日前投
票ができます。
◆ 奈良県知事選挙
　３月22日（金）～４月６日（土）
◆ 奈良県議会議員選挙
　３月30日（土）～４月６日（土）
　午前８時30分～午後８時00分
場所：天川村役場�玄関ホール

投票日は４月21日（日）です
　任期満了に伴う天川村長選挙が４月
16日告示され、４月21日に投票が行わ
れます。私達の意見を村政に反映させる
大切な選挙です。よく考えて投票しまし
ょう。
期日前投票
　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等で
投票日に投票に行けない方は、期日前投
票ができます。
◆ 天川村長選挙
　４月17日（水）～４月20日（土）
　午前８時30分～午後８時00分
場所：天川村役場�玄関ホール

郵便による不在者投票
　介護保険の被保険者証に要介護５と記載のある方、または、重度の身体障害者で法の規定に該当する
方は郵便による不在者投票ができます。その場合は、事前に選挙管理委員会が発行する郵便投票証明書
が必要となります。

投票所

投票所

投票所名 施　　設　　名 地　区

第１投票所 洞川地区公民館（大会議室） 洞川

第２投票所 天川村山村開発センター（大ホール） 北角～沖金

第３投票所 中谷地区集会所 中谷～沢原

第４投票所 ほほえみポート天川 五色～坪内

第５投票所 栃尾地区生活改善センター 九尾～和田

第６投票所 庵住・籠山地区老人憩の家 籠山～山西

第７投票所 広瀬地区老人憩の家 広瀬

第８投票所 塩野地区集会所 塩野

投票所名 施　　設　　名 地　区
第１投票所 洞川地区公民館（大会議室） 洞川
第２投票所 天川村山村開発センター（大ホール） 北角～沖金
第３投票所 中谷地区集会所 中谷～沢原
第４投票所 ほほえみポート天川 五色～坪内
第５投票所 栃尾地区生活改善センター 九尾～和田
第６投票所 山西地区集会所 籠山～山西
第７投票所 広瀬地区老人憩の家 広瀬
第８投票所 塩野地区集会所 塩野

天川村長選挙 ～ みんなそろって投票しましょう ～

～ その一票 明るい奈良への 道しるべ ～

奈良県知事・奈良県議会議員選挙
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木の恵みと生きる陀羅尼助の郷、天川村の豊かな未来活動体制

天川村の地域振興策

天川村フォレストパワー協議会
事業全体をコーディネート

キハダ、その他広葉樹による森林整備
天川村森林塾塾生や地域おこし協力隊の活用
林業を流心とした若者の雇用機会の創出

林業後継者のトレーニングの場として活用

ポニーの里
障害者雇用

＋
６次産業化
苗木の生産供給
中皮の収穫作業
心材の商品化

協力
自然・生薬の良さ
PRイベント

大峰山陀羅尼助
製薬株式会社
伝統的

地域特産物の生産

洞川財産区
事業用地の提供・森林管理費用の負担

地域産業の活性化・観光事業の展開

観光・特産品
連携

協力

協定

原
材
料
供
給

新たな
地域内起業者の

育成

観光協会

地上物・生産物の分収契約（３：７）
例：キハダ（中皮・材・果実）、ホウノキ（葉、材）、

クロモジ、その他広葉樹材、ほか

一般社団法人

農業生産法人

奈良県森林技術センター

技術支援

天川村森林組合
森林整備・管理作業

新たな挑戦地域ブランド
特産品開発

朴葉寿司材料・天然精油コスメ
など

　

天
川
村
で
は
昔
か
ら
地
域
の
産
業
と
も
言
う
べ

き
陀
羅
尼
助
が
製
造
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
釜
で
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
を
焚
き
詰
め
る
、

伝
統
薬
と
し
て
昔
な
が
ら
の
製
法
を
頑
な
に
守
っ

て
、
付
加
価
値
を
維
持
し
て
い
る
天
川
村
の
陀
羅

尼
助
で
は
主
原
料
の
キ
ハ
ダ
は
古
く
は
村
内
の
山

中
で
収
穫
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
主
に

中
部
地
方
か
ら
の
仕
入
れ
に
頼
っ
て
お
り
、
そ
の

原
材
料
の
キ
ハ
ダ
の
地
産
化
は
地
域
課
題
の
一
つ

と
も
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
天
川
村
の
将
来
の
林
業
を
考
え
る
上

で
、
全
林
野
面
積
の
凡
そ
６
割
に
も
及
ぶ
人
工
林

を
保
育
間
伐
等
の
施
業
を
行
っ
て
い
く
事
は
雇
用

の
創
出
面
か
ら
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

林
業
の
収
益
性
を
目
指
す
施
業
も
欠
く
事
が
出
来

は
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
木
材
の
価
格
が
極
端
に
下
落
し
て
い
る

中
で
、
施
業
を
行
え
ば
赤
字
が
出
る
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
に
陥
り
、
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
山
林
や
再
造

林
さ
れ
な
い
皆
伐
跡
地
が
村
内
各
所
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

森
林
法
で
は
、
皆
伐
後
、
再
造
林
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
木
材
不
況
が
続
く
中
で
伐
採

後
人
工
的
に
植
林
す
る
事
は
非
常
に
厳
し
く
、
多

く
は
自
然
に
任
せ
る
「
天
然
林
更
新
」
と
い
う
形

で
再
造
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
増
加
に
よ
っ
て
、
実
生
や
新
芽
が
根
こ
そ
ぎ
食

べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
皆
伐
後
の
森
林
は
再
生
さ
れ

に
く
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
度
、
洞
川
ス
キ
ー
場
付
近
で
奈
良
県
林
業

基
金
が
行
っ
て
き
た
「
集
い
の
森
分
収
造
林
」
が

契
約
満
了
に
伴
い
皆
伐
さ
れ
て
洞
川
財
産
区
に
戻

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
伐
採
跡
地
を

お
借
り
し
て
一
般
社
団
法
人 

天
川
村
フ
ォ
レ
ス
ト

パ
ワ
ー
協
議
会
に
よ
る
地
域
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
、
農
林
水
産
業
み
ら
い
基
金
を
活
用
し
た
キ
ハ

ダ
林
造
成
事
業
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
み
ら
い
基
金
と
は
、

 

農
林
水
産
業
と
食
と
地
域
の
く
ら
し
を
支
え

る
「
農
林
水
産
業
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
て
お
り
、
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た

取
組
み
で
、
地
域
に
直
面
す
る
課
題
の
克
服

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
農
林
水
産
業
者
へ

あ
と
一
歩
の
後
押
し
に
よ
り
、
農
林
水
産
業

と
食
と
地
域
の
く
ら
し
の
発
展
に
貢
献
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
。

　
天
川
村
は
昨
年
の
７
月
よ
り
応
募
を
行
い
、

現
地
調
査
等
の
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
、
全
国

で
90
件
の
申
請
の
中
で
５
件
の
採
択
に
選
ば
れ

た
。
キ
ハ
ダ
の
森
を
造
成
し
森
林
林
業
の
取
組

に
よ
り
未
来
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
天
川
村
の

熱
い
思
い
が
、
合
格
率
６
％
の
非
常
に
厳
し
い

難
関
を
突
破
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

整
備
期
間
は
３
年
間
で
総
事
業
費
は
約

６
，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
そ
の
事
業
費
の

約
９
割
が
助
成
さ
れ
る
と
い
う
大
変
有
利
な

事
業
で
す
。

農
林
水
産
業
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
木
の
恵
み
と
生
き
る
陀
羅
尼
助
の

郷
、
天
川
村
の
豊
か
な
未
来
」
事
業
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植
樹
の
検
討
及
び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

植
栽
面
積
：
約
10
㏊

※ 

植
栽
地
は
洞
川
財
産
区
と
分
収
契
約
の
上
借
受

け
ま
す
。
収
穫
ま
で
か
か
る
維
持
管
理
経
費
に

つ
い
て
は
財
産
区
に
も
ご
負
担
い
た
だ
き
、
将

来
の
キ
ハ
ダ
販
売
等
の
収
益
に
つ
い
て
は
財
産

区
に
還
元
致
し
ま
す
。

植 

栽
樹
木
：
キ
ハ
ダ
・
朴
・
ク
ロ
モ
ジ
・
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
類
・
ウ
ル
シ
・
そ
の
他

設  

備 

等
：
林
内
作
業
道
・
防
鹿
柵
・
電
磁
冷
凍

保
存
装
置
・
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
抽
出
装
置

事  

業 

者
：
一
般
社
団
法
人　

天
川
村
フ
ォ
レ
ス

ト
パ
ワ
ー
協
議
会

　

そ
の
他
に
も
森
林
の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
有
用
樹
木
の
植
栽
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
植
樹
以
外
に
作
業
道
の
敷
設
や
防

鹿
柵
の
設
置
を
順
次
進
め
、
下
刈
り
や
選
定
等
き

め
の
細
か
な
管
理
を
行
っ
て
い
き
、
技
術
の
習
得

や
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

森
か
ら
の
恵
み
を
余
す
こ
と
な
く
享
受
し
て
、

地
域
の
仕
事
と
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
き
、
伝

統
産
業
で
あ
る
陀
羅
尼
助
の
製
薬
を
基
に
、
人
々

を
受
け
入
れ
、
そ
し
て
癒
し
て
き
た
地
域
の
歴
史

に
強
く
拘
り
を
持
ち
、
且
つ
柔
軟
に
取
組
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

■
キ
ハ
ダ

　

ご
存
知
「
陀
羅
尼
助
丸
」
の
原
材
料
と
な
る
樹

木
。
植
樹
か
ら
伐
採
ま
で
が
最
短
で
約
20
年
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
樹
皮
に
つ
い
て
は
、
大

峯
山
陀
羅
尼
助
製
薬
に
買
い
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
年
間
の
使
用
量
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
順

次
、
植
栽
面
積
を
確
保
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
皮
を
剥
い
だ
心
材
に
つ
い
て
は
、
木
工
加
工

品
等
へ
の
使
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
朴
（
ほ
お
）

　

吉
野
地
域
「
日
本
遺
産
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
「
朴
の
葉
寿
司
」
に
使
用
す
る
朴
葉
は
、
収
穫

時
期
が
５
～
７
月
頃
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
風
味

が
あ
っ
て
大
変
美
味
し
い
が
、
一
般
に
流
通
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
。
朴
葉
を
香
り
高
い
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
状
態
で
保
存
し
、
年
間
を
通
し
て
天
川
村
の

特
産
品
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
本
事
業
で
は
朴
葉
を
冷
凍
保
存
す
る
機
器
の

導
入
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

■
ク
ロ
モ
ジ

　

楊
枝
な
ど
に
使
わ
れ
る
一
方
、
そ
の
抽
出
オ
イ

ル
は
非
常
に
香
し
く
、
高
価
な
も
の
と
し
て
有
名

で
あ
り
、
本
事
業
で
は
、
オ
イ
ル
の
抽
出
器
も
導

入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
カ
エ
デ
類
・
漆
（
う
る
し
）

　

紅
葉
が
美
し
く
、
樹
液
に
つ
い
て
利
用
価
値
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
漆
掻
き
に
つ
い
て
は
、
村
内

で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

洞川スキー場

洞川スキー場付近の航空写真

新植林地
（約10ha）
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次
第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　「健康的なダイエットをしたい」「普段の食事を見直してみたい」などお考えの皆さま。健康につ
ながるノウハウを専門の先生から学んでみませんか？
　この教室では、栄養士の先生をお招きし、健康につながる食生活の知識やちょっとした工夫を詳し
く教えていただけます。
普段の食生活が気になるなど興味のお持ちの方は、ふるってご参加ください！

 
※ご興味のある方や参加ご希望の方は、ほほえみポート天川内健康福祉課保健師までご連絡ください。

　がん検診は受けるだけでなく、受けた後が肝心です。がん検診の
結果が精密検査となっている方は、すでに受診をお済でしょうか。
がん検診は『がんの早期発見』を目的としています。要精密検査と
なった方は、詳しい検査が必要ですので、結果をそのままにしてお
かず、必ず医療機関にて精密検査を受けましょう。

　女性が、生涯を通じて健康で明るく充実した日々を自立して過ごすことを支援
するために、「女性の健康週間」が実施されます。
　毎日の忙しさに、体のSOSを聞き逃してはいませんか？近年、女性特有の病気
も注目されてきています。健康づくりは予防がなにより大切です！早めの気付き
から、早めのケアにつなげていきましょう。健康づくり関連のご相談・資料等
は、ほほえみポート天川にて扱っておりますので、お気軽にご相談ください。

発達相談のご案内

スリムアップ塾のご案内

女性の健康週間です＊３月１日～３月８日

がんの早期発見のため精密検査を受けましょう！

日　　程 受付時間 場　　所

３月25日（月） 午後１時30分～ ほほえみポート天川　２階

日　　程 会　　場

３月８日（金） ほほえみポート天川　２階

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　３月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 2 土 

 3 日 

 4 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 5 火 診　　察 検 査 日  資源１

 6 水 診　　察 診　　察 

 7 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 8 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 9 土 

 10 日 

 11 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 12 火 診　　察 検 査 日  資源１

 13 水 診　　察 診　　察 

 14 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 15 金 診　　察 診　　察  燃　焼

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（春分の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　３月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 土 

 17 日 

 18 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 19 火 診　　察 検 査 日  資源１

 20 水 診　　察 診　　察 　　　　　　　 不　燃

 21 木 

 22 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 23 土 

 24 日 

 25 月 診　　察 診　　察 スリムアップ塾 燃　焼

 26 火 診　　察 検 査 日  資源１

 27 水 診　　察 診　　察 

 28 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 29 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 30 土 

 31 日 

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
（修了式）

粗　大
（予約）
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後発医薬品[ジェネリック医薬品]って？

お薬代が安くなる？？

診療所で

後発医薬品(ジェネリック医薬品)の

導入を進めます

※当院に通院されている患者様のお薬名に変更があるかと
　思いますが，お薬の効果と副作用は今までのお薬と違いはない
　と言われていますので，ご安心ください．
　何かご不明な点がございましたら，診療所にご連絡またはご相談下さい．

天川村国民健康保険直営診療所

●販売されてしばらくたったお薬は，数年間で
　値段が安い薬として新たに販売されます。
●お薬の効果はそのままで，安価な値段で
　薬を購入できる！！それが後発医薬品です。
●村の医療費が高い状態が継続しています。
　医療費抑制にご理解・ご協力よろしくお願いします。
●診療所で行ったアンケートでは，８割以上の方が
　後発医薬品の院内採用に賛成，とお答えいただき
　ました。ご協力ありがとうございました。
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健康福祉課だより

　SDGsの一番の理念は「だれも置き去りにしない」社会を作ることです。経済
も成長していき、持続可能な環境を作るにはどうしたらいいかを考え、上記の図
のイラストにある17個の目標にまとめています。
　一見このようなことは他人事のように思われますが、実は私たちにもできるこ
とがあります。

　自分たちができることを考えて選択していくことで、持続可能な村づくりが
実現できます。

「SDGs」の17の項目に

ついてお知らせします。

●電気を節約し、使っていない照明は消そう
●衣服を洗う場合には、洗濯機の容量をフルにして使おう
●�食べ物を無駄にしないよう、生鮮品や残り物、食べ切れない時は早めに
冷凍しよう

●古い電気機器を使っていたら、省エネ型の機種や電球に取り替えよう
●窓やドアの隙間はふさいでエネルギー効率を高めよう
●買い物はマイバッグを持参しよう
●できるだけ簡易包装の商品を買おう

　参照：国際連合広報センター
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　今回は、村指定文化財の故意による損壊等への罰則について説明します。
＜罰則＞
　天川村文化財保護条例第19条に罰則が定められており、村指定文化財を故意に損壊、き損又は隠匿
した者には10,000円以下の罰金が科されます。
　また万が一、村指定文化財を全部または一部が滅失、き損、亡失若しくは盗みとられた等があった
場合は、上記条例第13条に基づき、所有者等は速やかに村長まで届け出てください。

　村指定文化財について６回にわたり説明をしました。文化財について知りたい事やわからない事が
ある場合は、教育委員会事務局までお問合せください。

村指定文化財の相談窓口
　教育委員会事務局　　☎63-0321

天川村の文化財　第６回　　～千手観音立像～
　第６回目は、坪内地区の来迎院にある千手観音立像について説明します。
　この像は背面に「奉刻調千手尊像／地蔵菩薩／多聞天王／再興本
願肥前国森末資内山大乗坊十方檀那現當二世悉地成熟處也／天正三
年／乙亥五月吉日白敬」と記されてあり、ここから天正三年（1575
年）に肥前国（現在の佐賀県）の出身者である内山大乗房が一族の
繁栄を願って造ったといった事がわかっております。内山大乗房に
ついては残念ながら記録がありません。
　この像は、木を合わせて作る寄木造りで、本体の42本の手の他
に、光背に千手を意味する小手を貼り付けており、奈良県松尾寺の
本尊に類似しています。
　もとは天河大辯財天社の観音堂の本尊として祀られていたもの
で、廃仏毀釈の際に来迎院に移ったと考えられています。（村史よ
り一部抜粋）

光背…仏像の後ろについている後光を意味する装飾。
廃仏毀釈…仏教を排斥し、寺などを壊すこと。

※昨年８月に、来迎院の仏像の年代測定等の調査を行い、現在その結果をもとに精査を進めています。

室 町 時 代
（～1573）

ここ（1575年）で作成されたと記されている。

安 土 ・ 桃 山 時 代
（1573～1603）

江 戸 時 代
（1603～）

村指定文化財の故意による損壊等への罰則について

千手観音立像
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天川村地域おこし協力隊だより　㉛

　みなさん　こんにちは。

　地域おこし協力隊です。

　このたび２名の隊員が任期終了することになりました。

　この３年間あたたかく見守っていただき無事任期終了できますことを

　心より感謝申し上げます。

　こんにちは。地域おこし協力隊の平田です。
　楽しい時間はアッと言う間に終わりますね。
３月31日をもって３年の任期を終え卒業しま
す。任期中は様々な場所で活動させて頂く中で、
沢山の方々に出会い温かく迎えて下さった事に大
変感謝しています。当初は不安もありましたが、
皆様と会話を重ねるにつれ不安も無くなり、楽し
く充実した日々を過ごす事が出来ました。３年間
本当に有難うございました。感謝感謝です！お別
れの挨拶みたいになりましたが…
　今後は任期中から活動の中心としてきた野菜
の生産、販売を続けながら、４月以降の週末は
飲食店（大阪）をしながら生活していきたいと
考えています。
　今後とも地域おこし協力隊、そして僕も宜し
くお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　平田　肇
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　みなさん　こんにちは。
　地域おこし協力隊の幸家です。
　４月12日に無事３年の任期を終了することになりました。
　あっという間の３年でしたが地域のみなさん、役場のみなさんにあたたかく支え
ていただき、大変充実した楽しい毎日を過ごすことができたことに心から感謝申し
上げます。
　今後は『集落支援員』として、小学校との茶豆の栽培・味噌作り、ルバーブ・フ
ルーツほおずきの栽培と特産品開発、シェアオフィス西友のカフェを中心に、これ
までの活動を引き続き行っていく予定です。
　これからも「元気に、楽しく！」をモットーに、出会いと感謝の気持ちを大切に
活動していきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

幸家　恭子
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お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
健

康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査

等
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

３
月
５
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時
30
分

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

３
月
12
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

　

３
月
25
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

○
「
女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
」
の
ご
案
内

開
催
日
時

　

３
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時

開
催
場
所

　

学
園
前
ホ
ー
ル
（
奈
良
西
部
会
館
３
階
）

　

奈
良
市
学
園
南
３
丁
目
１
番
５
号

講
演

　

「
卵
巣
が
ん
と
乳
が
ん
は
遺
伝
す
る
の
？
」

　

奈
良
県
立
医
科
大
学　

産
婦
人
科
医

　

川
口　

龍
生　

先
生

　
�

「
頻
尿
や
尿
漏
れ
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」

　

�
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

産
婦
人
科

医

　

春
田　

祥
治　

先
生

○  

耳
に
関
す
る
「
講
演
会
」
と
「
無
料
相

談
」
の
お
知
ら
せ

開
催
日
時

　

３
月
７
日
（
木
）

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

講
演

　

�

「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
め
ま
い
難
聴
対

策
」

　

奈
良
県
立
医
科
大
学　

　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座

　

教
授　

北
原　

糺　

先
生

○
糖
尿
病
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
日
時

　

３
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

講
演

　

�

「
健
康
長
寿
の
た
め
の
食
事
療
法
～
フ
レ

イ
ル
予
防
で
大
事
な
栄
養
と
は
～
」

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

栄
養
部

　

管
理
栄
養
士　

吉
井　

雅
恵　

氏

　

�

「
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
！
フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
の
運
動
の
コ
ツ
」

　

�

畿
央
大
学　

健
康
科
学
部　

理
学
療
法
学

科

　

松
本　

大
輔　

先
生

お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

開
催
日
時

　

４
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
文
化
会
館　

２
階
小
ホ
ー
ル

　

奈
良
市
登
大
路
６
︱
２

　

（
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
徒
歩
約
８
分
）

参
加
費　
無
料

内
容

①�

「
病
気
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
何

が
し
た
い
で
す
か
？
」

　

大
阪
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

西
本　

憲
弘　

先
生

②�

「
リ
ウ
マ
チ
治
療
に
携
わ
っ
た
30
年
を
振

り
返
っ
て
。
ま
た
現
在
行
っ
て
い
る
治
療

に
つ
い
て
」

　

西
の
教
病
院　

リ
ウ
マ
チ
科

　

福
井　

顕
宏　

先
生

③
相
談
会

　

右
記
先
生
方
に
よ
る
療
養
相
談

お
問
合
せ
先

　

（
公
社
）
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
奈
良
支
部

　

☎
０
７
４
３
︱
53
︱
９
４
２
９

　

毎
年
３
月
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税
の
賦

課
期
日
の
終
期
等
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
自

動
車
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申
請
が
窓
口
に

集
中
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
申
請
者
の
皆
様
方
に
は
長

時
間
お
待
ち
頂
く
な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
為
、
自
動

車
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）
や
抹
消
登
録

（
廃
車
）
等
の
各
種
手
続
及
び
検
査
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
す
ま
さ
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
及
び
検
査
関
係
の
案
内
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
「
０
５
０
︱

５
５
４
０
︱
２
０
６
３
」
（
音
声
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
り
24
時
間
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
近
畿
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
各

種
手
続
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

予
約
不
要

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
催
し

　

�

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・
相
談
会

　

�

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局
か

ら
の
お
知
ら
せ

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
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70
～
74
歳
の
人
は
免
許
の
更
新
時
に
高
齢

者
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
自

動
車
学
校
な
ど
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
以
上
の
人
は
、
高
齢
者
講
習
の
前

に
、
認
知
機
能
検
査
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
吉
野
警
察
さ
く
ら
警
察
庁
舎

で
も
、
毎
週
水
曜
日
に
認
知
機
能
検
査
の
受

講
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

「
認
知
機
能
検
査
・
高
齢
者
講
習
の
ご
案

内
」
が
届
い
た
ら
、
お
早
め
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
４
︱
29
︱
０
２
９
０

　

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　

地
震
被
害
の
中
で
、
家
庭
内
の
家
具
類
や

テ
レ
ビ
、
人
形
ケ
ー
ス
な
ど
が
落
下
し
て
死

傷
す
る
場
合
が
多
く
、
家
具
類
の
倒
れ
て
こ

な
い
安
全
な
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

◎
家
具
類
の
転
倒
防
止
措
置

・
家
具
類
は
壁
に
密
着
さ
せ
る

・�

壁
と
天
井
の
間
の
突
っ
張
り
棒
、
Ｌ
型
金

具
、
木
ね
じ
な
ど
で
固
定
す
る

・�

棚
や
タ
ン
ス
の
上
に
は
、
重
い
物
を
置
か

な
い

◎
家
具
配
置
上
の
ポ
イ
ン
ト

・�

家
具
類
は
、
壁
体
か
ら
離
し
て
お
く
よ
り

ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
け
て
お
い
た
方
が
倒

れ
に
く
い

・�

本
棚
や
戸
棚
に
収
納
す
る
本
や
陶
器
類
は
普

段
使
い
や
す
い
位
置
や
目
の
届
き
や
す
い
位

置
に
配
列
し
が
ち
で
あ
り
、
重
心
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
下
部
に
重
い
物
を
置

く
よ
う
収
納
方
法
に
も
注
意
す
る

・�

家
具
類
は
、
ガ
ラ
ス
を
背
に
し
て
お
く
と

家
具
類
の
揺
れ
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ

る
の
で
注
意
す
る

・�
幼
児
、
高
齢
者
、
病
人
等
が
い
る
部
屋
は

努
め
て
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る

火
災
・
救
急
は
１
１
９

つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

下
市
消
防
署　

天
川
分
署

　

http://www.naraksk119.jp/

開
催
日
時

・
第
１
次
試
験

　

教
養
・
論
文
試
験

　

５
月
12
日
（
日
）

　

体
力
試
験
・
口
述
試
験

　

�

５
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

受
験
資
格

　

�

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
32

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付
期
間

郵
送
（
簡
易
書
留
で
）

　

３
月
４
日
（
月
）
～
４
月
19
日
（
金
）

　

持
参
（
直
接
左
記
記
受
験
申
込
先
へ
）

　

３
月
４
日
（
月
）
～
４
月
19
日
（
金
）

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）

　

３
月
５
日
（
火
）
～
４
月
15
日
（
月
）

お
問
合
せ
・
受
験
申
込
先

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課　

採
用
係　

　

〒
６
３
０
︱
８
５
７
８

　

奈
良
県
奈
良
市
登
大
路
町
８
０
番
地

　

☎
０
１
２
０
︱
３
５
１
︱
２
０
４

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

　

http://www.police.pref.nara.jp/

そ
の
他

　

�

上
記
大
卒
区
分
以
外
に
特
別
区
分
（
武
道

Ａ
・
サ
イ
バ
ー
捜
査
官
）
に
よ
る
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
右
記
お
問

合
せ
・
受
験
申
込
先
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

開
催
日
時

　

４
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
３
時

開
催
場
所

　

�

奈
良
弁
護
士
会
（
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地

の
１
）

　

相
談
時
間
１
人
30
分
間　

先
着
８
名

予
約
受
付

　

�

４
月
１
日
（
月
）
～
４
月
16
日
（
火
）

・
電
話
予
約
（
先
着
順
）

　

奈
良
弁
護
士
会

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
２
０
３
５

・
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

�

『
奈
良
県
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
』
（
相
性
：
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ハ
ー
ト
）
年
齢

性
別
問
い
ま
せ
ん
、
い
つ
の
被
害
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
た

ら
、
ま
ず
は
お
電
話
下
さ
い
。

開
設
日
時
所

　

火
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　

�

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。
月
曜
日
が

祝
日
と
重
な
る
と
き
は
そ
の
翌
火
曜
日
も

除
く
）

相
談
受
付
番
号

　

☎
０
７
４
２
︱
81
︱
３
１
１
８

　

（
相
談
・
予
約
・
お
問
合
せ
）

支
援
内
容

・�

性
暴
力
被
害
者
等
か
ら
の
電
話
相
談
・
面

接
相
談
（
面
接
は
要
予
約
）

・
医
療
機
関
、
警
察
等
へ
の
同
行
支
援

・�

医
療
費
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
公
費
助
成

な
ど

　
�

奈
良
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お

知
ら
せ
～
高
齢
運
転
者
の
免
許
更
新
～

　

�

住
宅
の
耐
震
化
と
家
具
の
転
倒

防
止

　

�

平
成
30
年
度
警
察
官
（
第
１
回
）

採
用
試
験
に
つ
い
て

　

�

性
暴
力
被
害
者
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た

　
�

「
遺
言
の
日
」
記
念
無
料
法
律
相
談
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　２月８日（金）和田地区でドクターヘリポートのオープニ
ングセレモニーを行いました。村内では現在６ヵ所のヘリポ
ートがあります。和田ヘリポートは、空白箇所となっていた
西部地区に救急体制を強化するために新たに整備しました。
　セレモニーでは村長をはじめ、議長、和田区長にご挨拶を
いただき、多くのご来賓、近隣住民にお越しいただきまし
た。
　式典後には和田地区の避難訓練と併せて、救急患者を想定

した救急搬送訓練を実施しました。和田区長が奈良県広域消防組合（１１９）に通報し、救急車によ
る和田ドクターヘリポートまでの患者搬送を行いました。その後、南奈良総合医療センターから約
１０分でドクターヘリが到着しました。
　ドクターヘリには医者、看護士が常駐しており、救急患
者の早急な治療を受けがら病院への搬送が出来ます。

　奈良県では平成２９年にドクターヘリが導入され、特に
県南部では需要が高まってくることが予想されます。救急
搬送体制の充実により、安心した暮らしが確保されること
を期待しております。

① ② ③ ④

防災 てんかわ
第74回
◆ ドクターヘリオープニングセレモニー ◆
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　２月１日、一人一人が工夫して作った鬼の面をつけ、「今年も元気で過ごせますように！」と
願いを込めて、幼稚園児と保育所児で豆まきをしました。
　豆まきには鬼が来ることをちょっと心配していた子どももいましたが、風邪ひき鬼や意地悪鬼
はでていけ～と元気に豆まきをしました。今年もたくさんの福がきますように・・・

豆まき

保育所・幼稚園だより

意地悪鬼はでていけー
たくみ先生鬼、格闘中！

おいしいね。自分の年より１つ
多く食べるって言ってたね。

鬼は怖いよー。
こないでー

好き嫌いはしてないかー？
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,402人（－８） 男　669人（－４） 女　733人（－４） 世帯数　663戸（－１）

23.52トン	　前月比： 90.39％　	前年同月比： 97.76％ 2.28トン	　前月比： 82.01％　	前年同月比：117.53％

3.23トン	　前月比： 65.25％　	前年同月比：101.89％ 1.03トン	　前月比： 52.82％　	前年同月比：113.19％

広報で紹介して欲しい村内の各地区のイベント・行事等がありましたら、お気軽に役場広報係までご連絡ください
役場　広報係　☎６３－０３２１

３
月
の
行
事
と
春
分
の
日
に
つ
い
て

　
３
月
と
い
う
の
は
年
度
の
終
わ
り
で
あ
り
、
卒
業
や
決
算
な
ど
様
々
な
節
目
の
月
に
な
り
ま
す
。
生
活
の
中
で
も
何

か
に
一
区
切
り
を
つ
け
、
ま
た
４
月
か
ら
新
し
い
何
か
を
始
め
て
い
く
に
も
ふ
さ
わ
し
い
月
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
っ
か
り
と
３
月
の
間
に
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
、
す
が
す
が
し
い
新
年
度
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
３
月
の
村
内
の
行
事
で
す
が
、
龍
泉
寺
に
て
１
日
に
交
通
安
全
祈
祷
護
摩
、
21
日
に
は
春
期
彼
岸
88
カ
所
大
師
法
要

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
月
に
は
建
国
記
念
の
日
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
同
様
に
３
月
に
は
祝
日
と
し
て
春
分
の
日
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
祝
日
の
趣
旨
と
し
て
は
「
自
然
を
た
た
え
、
生
物
を
慈
し
む
」
日
と
な
っ
て
お
り
、
冬
を
越
え
、
春
に

近
づ
く
中
で
芽
吹
く
自
然
、
目
覚
め
る
生
物
に
感
謝
す
る
日
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
祝
日
は
通
常
国
民

の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
春
分
の
日
は
具
体
的
な
日
付
で
は
な
く
「
春
分
日
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
春
分
日
と
い
う
の
は
天
文
学
上
の
呼
び
方
で
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
太
陽
の
一
年
を
か

け
て
の
通
り
道
で
あ
る
黄
道
と
、
地
球
の
赤
道
を
天
に
延
ば
し
た
天
の
赤
道
と
い
う
二
つ
の
巨
大
な
円
が
交
わ
る
２
点

が
春
分
点
、
秋
分
点
と
よ
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
春
分
点
を
通
る
日
が
そ
の
年
の
春
分
日
と
な
り
ま
す
。
同
様
に
し

て
秋
の
秋
分
の
日
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
計
算
上
は
未
来
の
春
分
日
な
ど
も
予
想
で
き
る
の
で
す
が
、
春
分
日
の
正
式

な
決
定
は
、
国
立
天
文
台
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
翌
年
の
暦
に
関
す
る
様
々
な
事
柄
を
ま
と
め
た
歴
要
項
と
い
う
も
の

が
、
２
月
当
初
の
官
報
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
春
分
日
が
確
定
す
る
こ
と
で
そ
の

日
が
休
日
と
な
り
ま
す
。
春
分
日
自
体
は
具
体
的
な
日
に
ち
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て

変
わ
り
な
が
ら
も
、
概
ね
３
月
の
20
日
か
ら
21
日
の
間
と
な
り
ま
す
。

　

春
分
の
日
の
特
徴
は
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り
、
真
西
に
沈
む
こ
と
に
な
る
た
め
、
地
球
に
対
す
る
太
陽
の
光
の
当
た

り
方
が
偏
り
無
く
、
昼
と
夜
の
時
間
が
概
ね
同
じ
く
ら
い
に
な
る
こ
と
で
す
。
ぴ
っ
た
り
昼
夜
が
同
じ
で
は
な
い
理
由

は
、
日
の
出
と
し
て
太
陽
が
地
平
線
か
ら
顔
を
出
せ
ば
明
る
く
な
り
、
日
の
入
り
と
し
て
太
陽
が
沈
み
き
る
ま
で
は
明

る
い
と
い
う
よ
う
に
、
太
陽
が
顔
を
出
し
て
い
る
と
明
る
さ
が
維
持
さ
れ
る
た
め
、
昼
の
方
が
太
陽
一
個
分
の
移
動
す

る
時
間
や
や
長
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
春
分
の
日
の
前
後
３
日
間
を
併
せ
て
、
７
日
間
を
春
の
彼
岸
と
い
い
ま
す
が
、
暑
さ
も
寒
さ
も
彼

岸
ま
で
、
と
い
う
よ
う
に
冬
の
寒
さ
も
彼
岸
を
過
ぎ
れ
ば
段
々
和
ら
ぐ
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
春
の
訪
れ
を
楽
し
み
に
し
ま

し
ょ
う
。


